
東
ひが
田
しだ
遺跡

（肝属郡高山町野崎字東田）

位置と環境

遺跡は肝属川と串良川が合流する肥沃な三角州が

形成された沖積平野の水田地帯に立地し，国見山地

から延びた丘陵袖部に挟まれた標高約５ⅿの微高地

に位置している。本遺跡の西約２㎞には塚崎古墳群，

対岸には唐仁古墳群が位置する。

調査の経緯

本遺跡は，平成５（1993）年県教育委員会が県道

高山～吾平線整備事業に伴って発掘調査を実施した。

調査の発端は，工事中発見によるもので，調査直前

は一部遺物包含層まで掘削工事が進んでいた。調査

面積は1,200㎡である。当調査区の西側は平成４年

度に発掘調査が実施されている。

遺構と遺物

調査の結果，地表面から約２ⅿ下の砂層から，古

墳時代の竪穴住居跡群が発見され，微高地に立地す

る集落跡であることが判明した。また，縄文時代晩

期の竪穴住居跡や弥生後期の方形周溝も発見された。

縄文時代後期末の竪穴住居跡（第２図）は，長径

3.5ⅿ，短径3.2ⅿ，深さ13㎝の円形竪穴住居跡であ

る。柱穴は径20㎝，深さ10㎝の柱穴が２基施される。

また，住居の床面中央には30㎝余りの範囲に焼土が

検出された。住居内からは縄文後期末の中岳式土器

の深鉢・浅鉢形土器や打製石斧が出土した。その他，

縄文後期末～晩期末の市来式土器や刻目突帯文土器

や打製石包丁，打製石鎌，打製石斧，石垂等の石器

が出土した。

弥生時代の遺構は，調査区の西側端に弥生後期の

Ｕ字溝とほぼ中央部に外径が約4.5ⅿ，幅約60㎝，

深さ約35㎝の後期末の方形周溝が発見されたが，主

体部は調査区外に延び，詳細は不明である。周溝内

からは 形土器や鉢形土器，蓋形土器等が出土した。

古墳時代は，本遺跡の主体となるもので，調査区

の範囲ほぼ全域に竪穴住居跡40軒をはじめ土坑や土

器溜まり等の遺構が発見された古墳時代の大集落跡

である。古墳時代の遺物包含層は暗茶褐色の砂層で，

遺構は下層の濁白色砂層を掘り込んでいる。40軒の
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第１図 東田遺跡の位置

第２図 遺構配置図



写真１ 竪穴住居跡群
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第４図 26号住居跡と出土遺物

第３図 ９号竪穴住居跡と出土遺物
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竪穴住居跡は12号・34号・37号の円形住居を除いた

ほかは方形住居である。大半の住居は住居同士が切

り合い関係にあることや，また，溝や調査区外に広

がっていることから全体像は把握できなかった。こ

の中にあって象徴的な26号竪穴住居跡は，４本柱を

持つ保存状態が良好な住居である。縦4.8ⅿ，横4.4

ⅿの略方形を呈し，深さは56㎝である。壁の立ち上

がりはほぼ垂直で，４面の壁際には段を有し，東側

壁中央部に径80㎝，深さ20㎝の円形土坑を持ち，木

炭や焼土が検出された。住居内からは甕形土器，

形土器，高 ，坩，須恵器がセットで出土した。出

土遺物には，成川式土器の甕形土器・ 形土器・高

・須恵器（蓋・身， ，坩-陶邑Ⅰ～Ⅱ段階）など

があり，５～６世紀に位置づけされる。

特徴

本遺跡は調査区外にも広がる古墳時代中頃の大集

落跡である。住居は大部分が重複関係にあり，当地

を住居地として使用した期間や同時性等の課題があ

るが，住居の切り合い関係や位置関係，住居の方向

などから大まかに３つのパターンが考えられる。一

つ目は１号・５号・８号・27号・30号竪穴住居跡，

２つ目は２号・４号・６号・14号・18号・21号・22

号・25号・28号・31号竪穴住居跡３つ目は３号・11

号竪穴住居跡があげられる。また，住居内の出土遺

物からは土器形式による時期差の幅は無く，沖積平

野の低湿地，標高２ⅿの微高地の低地に立地するこ

と，地形的に制約された条件の中での集落地であり，

長期間集落として存続しえなかったと思われ，集落

の時期は５～６世紀に比定される。なお，集落域の

範囲については，住居跡の件数，分布，密集度，切

り合い関係，地形状況から，幅は東西約150ⅿ，南

北にはさらに拡大した大集落からなるものと推定さ

れる。古墳時代になると遺跡は急激に増加する。大

規模な遺跡として知られる辻堂遺跡や萩原遺跡，成

岡遺跡など，大半の遺跡は丘陵や台地に立地してい

る。本遺跡の古墳時代の低地における立地条件，環

境，集落のありように低地の微高地に形成された集

落跡の遺跡は少なく同時期の遺跡としては鹿大構内

遺跡がある。一方，集落の構成，場所の選定，稲作

との関係，さらに隣接する塚崎古墳との関係等，課

題となった。

資料の所在

出土遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターに保

管されている。
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第５図 出土遺物
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